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10月号 目　次

町の位置（役場） 北緯 34度51分　東経 135度51分　海抜 118メートル
町の面積　　 58.26平方キロメートル
人のうごき　　人口 10,004人（+11）　男 4,953人（+5）　女 5,051人（+6）
　　　　　　　　　出生 15人　 死亡 9人　 転入 24人　 転出 19人
　　　　　　　　　世帯数 3,411世帯（0）
　　　　　　　　　※平成22年９月１日現在の数値。　（　）内は前月との比較。

開放日時
毎週 水･金　曜

日
（祝日、年末年始、お盆除く）

　午前10時～
　　　午後４時
■問地域子育て支援センター
　（☎88－6622）

　

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
む
中
で
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
子
育
て
中
の
親
子
の
つ
な
が
り
が
広

が
る
よ
う
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
と
し

て
、
去
る
９
月
10
日
、
古
民
家
（
立
川
平
岡
）
で

「
み
ん
な
の
家
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

温
か
い
気
持
ち
で
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
放
日
に
は
、
親
子
で
お
弁
当

を
食
べ
、
子
ど
も
た
ち
は
広
い
座
敷

で
た
わ
む
れ
、
縁
側
に
腰
掛
け
て
の

ん
び
り
と
。
ま
た
、お
母
さ
ん
同
士
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
関
心
事

を
話
し
合
う
な
ど
情
報
交
換
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

オープンイベント
には会場に溢れんばか

りの80名もの方にお越

しいただきました。参

加者は澄みきった音色

を奏でるフルート演奏

や巧妙な手品に時間が

経つのも忘れ、楽しい

ひとときを過ごされま

した。

ボランティアスタッフの皆さん

癒しの音色を奏でる
フルート演奏 手品にビックリ みんなで楽しく手あそび

ボランティアスタッフの皆さん

癒しの音色を奏でる
フルート演奏 手品にビックリ みんなで楽しく手あそび

オープンオープン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
　
　

矢
野　

輝
美
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
　
　

矢
野　

輝
美
さ
ん

親子・地域住民のふれあいの輪が広がる親子・地域住民のふれあいの輪が広がる

　特集　22年度９月補正予算 ほか………Ｐ２

　特集　予算０
ゼロ

でも住民サービス向上へ……Ｐ３

茶の里伝言板 …………………Ｐ４･５･６
合同行政・人権相談所開設／食改の窓／町消防団
総合訓練／安心・安全メール携帯配信中／子育て
通信　ほか

今月の案内欄 ……………Ｐ７･８･９･10
第44回町民体育大会／宇治田原ふるさとまつり／
花づくりMAPできました／生涯学習フェスティバ
ル文化祭2010／モニター通信／三ノ宮コンサート
／まちかどほっとナウ　ほか

　「みんなの家」は、幅広い世代の人とふれあ
う中でいろいろな人の思いを理解し合い、新
しい絆が生まれる、そして子育てに喜びを感じ
られるような、そんな居場所をめざし、みん
なで一緒に作り上げていきたいと思います。
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お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ
田 原 支 店（0774）88－2005
宇治田原支店（0774）88－2034

22
　年度

安
心
・
安
全
の
確
保
、
経
済
活
性
化
対
策
な
ど
に

府
補
助
金
な
ど
を
積
極
活
用

総
額

5,155
　　万円

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
の
補
正
予

算
案
が
、
町
議
会
で
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
住
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
や
経
済
活
性
化
対
策
、
雇

用
対
策
な
ど
に
府
制
度
等
を
積
極
的
に
活
用

し
た
補
正
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
，１
５
５
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

総
額
は
38
億
８
３
７
万
と
な
り
ま
し
た
。
補

正
計
上
し
た
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　中学３年生に相当する年齢の女子を対象
に、女性特有のがんである子宮頸がんの予
防に効果があるワクチン接
種に要する費用の全額（１回
約15,000円）を助成します。

子宮頸がんワクチン接種
助成事業………165万円

　昨今の雇用情勢の悪化を受け、更なる就
業の機会を提供し、新たな雇用の場を創出
するとともに、町立保育
所での土曜日保育の時間
延長など、保護者が安心
して働ける環境の整備を
図ります。

緊急雇用創出事業
………………331万2千円
保育充実事業
………………145万5千円

　創意工夫を凝らした子育て支援活動の取
り組みを行うことに
より、安心して子育
てができる環境整備
を図ります。

こども未来基金・地域子育て
創生事業……758万4千円

　高品質な茶の生産振興のため、被覆棚整
備にかかる費用を拡大助成します。

高級茶生産振興事業
……………………1,454万円

　地球温暖化対策として、低炭素社会実現
のため、町立保育所に太陽光発電施設と省
エネ型（LED 照明）の
ソーラーライトを整備
します。

太陽光発電設備・エコソーラーライト
整備事業………1,477万4千円

　平成23年に開催される「第26回国民文
化祭・京都2011」に向け、町主催事業の
気運醸成のため記念事業を実施します。

自主事業開催費…441万円

■問企画・財政課
　（☎88－6632）

　一般会計は
　歳 入　

　歳 出　

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
の
決
算
が
ま
と
ま

り
、
平
成
22
年
度
第
３
回
（
９
月
）
町
議
会
定
例
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
42
億
６
，１
３

６
万
４
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
２
億
５
，５
９
０

万
４
千
円
、
６
・
４
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
経
済
不
況
を
原
因
に
地
方
税
が
減
少
し
ま
し

た
が
、
普
通
交
付
税
や
、
国
の
経
済
不
況
対
策
に
よ

る
地
域
活
性
化
交
付
金
等
の
国
庫
支
出
金
等
の
増
加

が
主
な
要
因
で
す
。

　

歳
出
は
41
億
４
，８
７
０
万
９
千
円
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
２
億
５
，６
２
２
万
２
千
円
、
６
・
６
％

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
定
額
給
付
金
の

交
付
や
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
な
ど
の
経
済
不
況

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
主
な
要
因
で

す
。

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
で
は
１

億
１
，２
６
５
万
５
千
円
、
形
式
収
支
か
ら
繰
越
財

源
の
４
，４
６
３
万
５
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
は
６
，８
０
２
万
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

（
平
成
21
年
度
決
算
の
詳
し
い
内
容
は
、
11
月
号
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。）
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〈
ゼ
ロ
予
算
事
業
の
実
施
結
果
〉

　

本
町
で
は
、
取
り
巻
く
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
行
財

政
改
革
の
推
進
や
経
常
経
費
の
徹
底
し
た
削
減
等
で
対
応

し
て
お
り
、「
予
算
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
前
例
踏
襲
的

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
変
え
て
い
き
た
い
」
と
い
う
思
い
の

も
と
、町
職
員
が
知
恵
を
出
し
合
い
、創
意
工
夫
し
た
「
ゼ

ロ
予
算
事
業
」
を
平
成
18
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

～
高
め
よ
う
！
政
治
や　

選
挙
へ
の
関
心
～　

新
成
人
、
模
擬
投
票
事
業

　

新
成
人
に
政
治
や
選
挙
へ
の

関
心
を
高
め
て
も
ら
い
、
各
種

選
挙
で
の
投
票
率
向
上
の
た
め
、

成
人
式
に
お
い
て
模
擬
投
票
を

実
施
。

〈
投
票
者
89
名
投
票
率
86･

41
％
〉

～
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ボ
ー
ル
ペ
ン
～　　

事
務
用
品
リ
ユ
ー
ス
事
業

　

職
員
が
保
有
し
て
い
る
事
務

用
品
等
を
職
員
間
で
リ
ユ
ー
ス

し
、
経
費
を
節
減
。

「
な
ご
み
号
」
で
む
す
ぶ
、
家
族

の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
事
業

　

福
祉
バ
ス
の
乗
者
対
象
者
拡

大
に
伴
い
、
利
用
増
進
を
図
る

た
め
の
広
報
活
動
と
し
て
、
福

祉
バ
ス
で
、
末
山
く
つ
わ
池
自

ま
ち
の
名
人
～
あ
ん
な
人
、

こ
ん
な
人
～
紹
介
事
業　　

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る

知
識
や
技
能
を
有
す
る
住
民
を

町
広
報
紙
等
に
よ
り
紹
介
。
住

民
グ
ル
ー
プ
等
へ
の
ま
ち
の
名

人
を
派
遣
。

〈
ま
ち
の
名
人
登
録
者
数　

９
分

野
22
名
〉

〈
ま
ち
の
名
人
利
用
者
数　

９
名

50
回
〉

イ
ベ
ン
ト
時
「
ま
ち
か
ど

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
」
提
供
事
業

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
る
事
業
に
お
い
て
、
ふ
れ

あ
え
る
交
流
の
場
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
有
効

活
用
を
推
進
。

ふ
れ
あ
い
芸
術
・
交
流

ひ
ろ
ば
提
供
事
業　
　

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
町

内
で
「
も
の
づ
く
り
」
等
に
携
わ

る
方
々
の
作
品
展
、『
永
谷
宗
圓

「
茶
」
俳
句
賞
』
入
賞
作
品
展
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
演
奏（
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
）
を
開
催
。
文

化
・
芸
術
作
品
を
発
表
す
る
機

会
や
や
す
ら
ぎ
の
場
を
提
供
。

「
茶
文
化
の
味
」
発
信
事
業

　

お
茶
等
の
町
特
産
品
を
使
用

し
た
郷
土
料
理
集
「
ふ
る
さ
と

の
味　

健
康
レ
シ
ピ
集
」
を
町

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り

パ
ト
ロ
ー
ル
事
業　　
　

　

町
職
員
が
分
担
し
て
町
内
全

域
を
徒
歩
で
回
り
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
日
頃
か
ら
利
用
す
る
生

活
空
間
（
道
路
、
通
学
路
等
）

の
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

町
内
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
状
況
を
表
し
た
「
バ
リ
ア
フ

証
明
発
行
・
申
請
代
行
事
業

『
届
ケ
ー
ル
』　　
　
　

　

町
が
発
行
す
る
証
明
書
の
一

部
に
つ
い
て
、
町
職
員
が
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
の
外
出
が

困
難
な
方
の
申
請
手
続
き
を
お

手
伝
い
。

〈
21
年
度
実
施　

25
件
〉

リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
町

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。

「
野
生
動
物
と
の
共
生
」
み
ん
な
で

ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り
事
業　

　

親
子
連
れ
な
ど
が
参
加
し
、

末
山
・
く
つ
わ
池
自
然
公
園
内

で
ど
ん
ぐ
り
拾
い
、
苗
木
づ
く

り
な
ど
体
験
活
動
を
通
じ
て
森

林
や
生
命
の
大
切
さ
を
学
習
。

〈
参
加
者　

約
40
名
〉

チ
ャ
レ
ン
ジ
再
生
茶
園
事
業

　

町
職
員
有
志
と
住
民
が
共
同

で
町
内
放
置
茶
園
の
再
生
を
め

ざ
し
た
活
動
を
展
開
。

■問
企
画･

財
政
課
（
☎
８
８-

６

６
３
２
）

　

来
年
秋
に
府
内
で
国
民
文
化

祭（
本
町
で
は『
永
谷
宗
圓「
茶
」

俳
句
賞
』
と
「
室
内
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
ハ
ー
プ
）」）
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

文
化
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

去
る
９
月
８
日
に
町
役
場
を
訪

れ
た
京
都
国
民
文
化
祭
Ｐ
Ｒ
隊

長「
ま
ゆ
ま
ろ
」と
と
も
に「
茶
ッ

ピ
ー
」
も
役
場
来
庁
者
ら
へ
Ｐ

Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
Ｐ
Ｒ
隊
は
、
町
立
保

育
所
を
訪
問
し
、
園
児
と
一
緒

に
仲
良
く
体
操
し
た
り
、
ふ
れ

あ
っ
た
り
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

今
後
「
茶
ッ
ピ
ー
」
は
、
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
や
文
化
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
登
場
し
、
国
文
祭
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

茶
ッ
ピ
ー

　

宇
治
田
原
特
産
の
お
茶
の
葉

と
実
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
子
ど
も

達
が
健
や
か
に
成
長
し
て
ほ
し

い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

名
前
と
容
姿
は
、
平
成
17
年
度

に
「
和
い
輪
い
ま
ち
づ
く
り
宇

治
田
原
町
推
進
協
議
会
」
で
公

募
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

　

維　
　

孝

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

先
日
、
維
孝
館
中
学
校
の
体

育
大
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

厳
し
い
残
暑
と
い
う
よ
り
猛
暑

の
下
、
生
徒
達
の
熱
い
歓
声
に

維
中
健
児
の
連
帯
感
と
絆
を
感

じ
る
素
晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
学
校
の
校
門
を

入
っ
た
所
に
「
維
孝
」
と
刻
ま

れ
た
大
き
な
石
碑
が
立
っ
て
い

る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
石
碑

の
裏
面
に
は
、「
維
孝
」
の
文

字
は
、
中
国
の
書
経
に
あ
る
。

「
惟
孝
、
友
二

干
兄
弟
一

、
克
施
二

有
政
一

」

　

読
み
は
「
惟こ

れ
孝こ

う

な
ら
ば
、

兄け
い

弟て
い

に
友ゆ

う

に
、
克よ

く
有ゆ

う

政せ
い

に
施ほ

ど
こす
。」

　

意
味
は
「
親
に
孝
で
あ

れ
ば
、兄
弟
に
友
で
あ
り
、

そ
れ
を
政
治
に
ま
で
推
し

及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

　
「
維
孝
」
と
「
惟
孝
」
は
同

じ
意
味
で
あ
り
、「
館
」
は
、

学
校
な
ど
人
の
常
住
し
な
い
屋

舎
を
意
味
す
る
。」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

　

書
経
は
、
紀
元
前
６
０
０
年

頃
に
書
か
れ
た
中
国
最
古
の
書

物
。
親
孝
行
す
る
こ
と
。
兄
弟

姉
妹
仲
良
く
す
る
こ
と
。
そ
れ

が
政
治
の
道
で
あ
る
こ
と
。
２

６
０
０
年
も
前
に
諭
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
驚
く
と
同
時
に
、
親

子
が
殺
傷
し
た
り
、
い
じ
め
で

自
殺
し
た
り
、
政
治
が
信
頼
を

損
な
う
現
代
社
会
が
実
に
嘆
か

わ
し
い
。
今
こ
そ
「
維
孝
」
精

神
を
甦
ら
せ
た
い
も
の
だ
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
、
皆
さ
ん

お
身
体
を
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　
　

 

奥
田　

光
治
）

なごみ号の前でパチリ

手まりと連鶴の作品展

保育所の園児たちと体操するＰＲ隊
（左＝まゆまろ　右＝茶ッピー） 親子でどんぐりの苗植え

なごみ号の前でパチリ

手まりと連鶴の作品展

保育所の園児たちと体操するＰＲ隊
（左＝まゆまろ　右＝茶ッピー） 親子でどんぐりの苗植え

茶
ちゃ

ッピーも盛り上げます

然
公
園
等
を
ハ
イ
キ
ン
グ
。

〈
参
加
者　

約
30
名
〉

（114）茶
さ

論
ろ ん

まであと
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　　　　　 を　

広報うじたわら　Ｎo.506　平成22年（2010）10月号（ � ）

あなたとともにまちづくり

■問＝問合せ先／■申＝申込先

　地震等による家具の転倒防止対策として、家具を固定するための金具の支給・取
付け（１軒に３組まで無料）をします。
対 象 者　65歳以上の単身世帯、高齢者のみの世帯
対象家具　寝室、居間にある洋服タンス、整理タンス、台所にある食器棚
申請方法　10月29日（金）までに電話で申請

■問健康長寿課
　（☎88－6636）

食改の窓  ～食を通じた健康管理・町食生活改善推進員協議会～

№１１５

（１人分） エネルギー 69kcal　蛋白質 3.9ｇ　脂質 3.8ｇ　カルシウム 30mg　塩分 0.7ｇ

①ほうれん草はゆでて水に取り、水気を絞って３～４㎝に切る。
②えのき茸は半分に切り、熱湯でゆでて水気を切る。
③ピーナッツは皮を取り、すり鉢で油の出るまですりつぶす。
④③に（Ａ）の調味料を加え①②をあえる。

作 り 方

材　料 （４人分）

ほうれん草……………………200g
えのき茸 ………………………80g
ピーナッツ ……………………30g
　　砂糖 …………………大さじ1
Ａ　しょうゆ ……………大さじ1
　　だし汁 ………………大さじ1

『 ほうれん草とえのきのピーナッツ和え 』

 第３班（荒木）

光島　明美さん

　簡単に作れて、
ナッツの香ばしい
味と香りがよく、
おいしくいただけ
ますので、小鉢の
一品として、ぜひ
お召し上がりくだ
さい。

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカード
を役場戸籍･保険課へお申し出く
ださい。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索

リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木初メ４　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

HAIR-FACE-BRIDAL
URL http://www.wakahayashi.co.jp

本店
0120-22-8684
わかはやし 検索

わかはやし美容室本店
2011年成人式御予約承ります。

■問町社会福祉協議会（☎88－3294・FAX88－4094）

　今年も＂社協・福祉バザー＂の季節が近づいてきました。
　ただ今、各区を通じて物品提供のお願いに伺っています
ので、一品でも多くのご協力をお願いします。
☆ご提供いただきたい物
● 日用品、台所用品、繊維製品
　（いずれも新品）
● 食料品（賞味期限内）
● 農作物（日持ちする穀類等）

＊収益金は町社協が取り組む
　「地域福祉･ボランティア事
　業の推進」に役立てさせて
　いただきます。

バザー物品提供にご協力を!バザー物品提供にご協力を!

日　時
11月３日（水･祝）【商工祭】
午後１時30分～３時30分頃
場　所
維孝館中学校体育館 
協　力
町内各区

日　時
11月３日（水･祝）【商工祭】
午後１時30分～３時30分頃
場　所
維孝館中学校体育館 
協　力
町内各区

65歳以上の世帯へ　

　

お
気
軽
に
ご
相
談
を

開設

　

全
国
一
斉
の
行
政
相
談
週
間

（
10
月
18
日
～
24
日
）に
合
わ
せ
、

ま
た
、「
法
の
日
」
週
間
（
10

月
１
日
～
７
日
）
行
事
の
取
組

と
し
て
、
今
月
は
行
政
相
談
委
員

と
人
権
擁
護
委
員
に
、
民
生
児

童
委
員
協
議
会
会
長
も
加
わ
っ

た
、
合
同
行
政
・
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
18
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館

行
政
相
談
委
員

　

谷
川　

利
明
さ
ん（
奥
山
田
）

人
権
擁
護
委
員

　

谷
川　

利
明
さ
ん（
奥
山
田
）

　

潮
見　

博
司
さ
ん（
郷
之
口
）

　

奥
村　

満
子
さ
ん（
郷
之
口
）

民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

　

藤
堂　

昌
見
さ
ん（
緑
苑
坂
）

行
政
相
談
…
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、

国
等
の
行
政
機
関
や
特
殊
法
人

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
・
要
望

等
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

人
権
相
談
…
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
、

日
常
生
活
の
中
で
人
権
が
侵
害

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
と
き
な
ど
に
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

■問
戸
籍･

保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

血液難病者にチャンスとなる
ドナー登録 を　

10月は骨髄バンク推進月間

　

白
血
病
、再
生
不
良
性
貧
血
、

先
天
性
免
疫
不
全
症
な
ど
の
血

液
難
病
は
、
以
前
は
有
効
な
治

療
法
が
な
く
治
り
に
く
い
病
気

で
し
た
が
、
骨
髄
移
植
に
よ
り

健
康
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
骨
髄
移
植
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
は
、
患
者
さ
ん

と
骨
髄
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
の

白
血
球
の
型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
）
が

一
致
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
確
率
は
、
兄
弟
姉
妹
間
で

４
分
の
１
、
非
血
縁
者
間
で
は

わ
ず
か
数
百
か
ら
数
万
分
の
１

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ド
ナ
ー
登
録
者
は
全
国
で
35

万
６
千
人
を
超
え
ま
し
た
が
、

骨
髄
移
植
を
受
け
ら
れ
た
患
者

さ
ん
は
約
６
割
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

１
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん

に
１
日
も
早
く
ド
ナ
ー
が
見
つ

か
る
よ
う
、
多
く
の
方
の
骨
髄

バ
ン
ク
へ
の
登
録
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
方

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に

理
解
し
て
い
る
方

・
18
歳
以
上
54
歳
以
下
で
健
康

な
方

・
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
、
女

性
40
㎏
以
上
の
方

　

ド
ナ
ー
登
録
の
方
法

①
骨
髄
バ
ン
ク
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
チ
ャ
ン
ス
」
を
お
読
み

く
だ
さ
い
。
※
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
問
合
せ
先
に
請
求
す
れ

ば
郵
送
さ
れ
ま
す
。

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
か
れ
て

い
る
、骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、

保
健
所
に
電
話
で
検
査
を
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

③
検
査
場
所
に
来
所
。説
明
後
、

採
血
（
約
２
ml
）
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
約
15
分
で

登
録
で
き
ま
す
。）

■問
山
城
北
保
健
所
（
☎
２
１-

２

９
１
１
）
／
京
都
府
骨
髄
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
５-

５

３
１-
３
７
１
１
）
／
骨
髄
移

植
推
進
財
団
（
☎
０
１
２
０-

４

４
５-

４
４
５
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.jm

dp.or.jp

）
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通院困難な方の『ご自宅』や『介護施設』まで
伺います。まずはお電話ください。

（休診）土：日：祝　　城陽市枇杷庄島の宮36－8

訪問歯科診療 のおしらせ

田坂歯科医院　TEL 0774－54－0281
約
4.5
㌢

約 8 ㌢

広告募集

 　

広報うじたわら『町民の窓』
うじたわらの現在を届ける情報紙 　

広報うじたわら『町民の窓』
＝地域の元気・住民の躍動を伝えます＝
発行部数　3,300部
体裁　タブロイド版．右綴じ
　　　約11ページ（月により異なる）

日
時　

10
月
31
日（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時（
※
雨
天
中

止
）

場
所　

洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
運

動
広
場
、
城
南
衛
生
管
理
組
合

（
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
沢
）

イ
ベ
ン
ト
内
容

●
リ
ユ
ー
ス
家
具
や
再
生
自
転

車
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
３
０

０
店
）

●
衣
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

（
要
事
前
予
約
）

●
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
（
要

事
前
予
約
）

●
自
転
車
タ
ク
シ
ー

バ ス 乗 り 場
発　　　車　　　時　　　刻

会 場 行 き

シャトルバス（無料バス）時刻表

帰　　　り
８：45 10：30 14：10 16：30維中前バス停（ロータリー）
８：50 10：35 14：05 16：25郷 之 口 バ ス 停
８：55 10：40 14：00 16：20銘 城 台 バ ス 停
９：48 11：33 12：55 15：15イ ベ ン ト 会 場

※雨天中止の場合、シャトルバスは運行しません。

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
の
配
布

（
地
域
住
民
向
け
）

八
幡
沢
１　

☎
０
７
５-

６
３

１-

０
８
３
５
）
③
折
居
清
掃

工
場
（
宇
治
市
宇
治
折
居
18　

☎
２
０-

４
７
９
９
）

配
布
方
法　

会
場
に
用
意
し
た

専
用
袋
（
約
40
㍑
）
に
各
自
で

詰
め
込
み
持
ち
帰
り

配
布
料
金　

１
袋
あ
た
り
１
０

０
円
（
袋
代
込
）
※
以
前
に
購

入
い
た
だ
い
た
袋
を
ご
持
参
の

場
合
は
１
袋
あ
た
り
50
円

■問
城
南
衛
生
管
理
組
合
施
設
課

（
☎
０
７
５-

６
３
１-

０
８
３

５
）

　

次
の
年
齢
の

方
は
、
新
ワ
ク

チ
ン
に
よ
る
日

本
脳
炎
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
接
種

希
望
者
は
予
診

票
を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
９
歳
以
上
13
歳
未
満

の
方
で
、
１
期
が
ま
だ
お
済
み

で
な
い
場
合
は
、
対
象
期
間
中

に
１
期
分
の
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

①
生
後
６
カ
月
以
上
７
歳
６
カ

月
未
満
（
３
歳
以
上
の
接
種

が
望
ま
し
い
）

気象情報･犯罪情報を提供
 メールアドレス

anzen@k-anshin.pref.kyoto.jp
　気象情報、防災・防犯情報
や子どもたちを狙った不審者
に関する情報を、地域住民に
伝え、被害の発生や被害拡大
の防止に役立ててもらうこと
を目的に運用されています。
　登録方法は、上記のメール
アドレスに携帯電話から空
メールを送信し、返信されてきたメールに従って手
続きを行います。
　特に気象情報については、市町村ごとの発表に細
分化された情報の提供を受けることができます。
　また、「市町村からの情報発信」の画面で「宇治田
原町」を選択することにより警報発令状況の配信も
予定しています。

日本脳炎予防接種

均
整
と
れ
た

小
隊
訓
練
な
ど
展
開
町
消
防
団
総
合
訓
練

　

町
消
防
団
（
＝
桝
村
昌
弘
団

長
）
が
９
月
５
日
、
住
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
団
員
の
団
結
と
士
気

高
揚
を
図
る
消
防
団
総
合
訓
練

を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
夜
積
み
重
ね
て
き
た
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
各

種
訓
練
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

規
律
心
や
厳
正
な
態
度
を
身
に

▲安井部長の指揮のもと一糸乱れず行進する第１分団第３部
　（湯屋谷支部）

▲素早い動きでホースを延ばす第２分団第２部（荒木支部）

標準的な接種スケジュール
回数 間　　隔　　等

１期初回 ２回 ３才以上で６～28日
の間隔をあけて

１期追加 １回 １期初回からおおむ
ね１年おいて

２　期 １回 ９歳以上13歳未満

■問
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

地
域
福
祉
に
尽
力　

知
事
表
彰
な
ど
２
団
体
、
１
個
人
が
受
賞

　

去
る
９
月
14
日
、
京
都
府
民
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
（
京
都
テ
ル
サ
）

で
第
59
回
京
都
府
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
。
地
域
の
社
会
福
祉

に
ご
尽
力
さ
れ
た
団
体
・
個
人
に
対
し
て
、
表
彰
が
行
わ
れ
、

本
町
か
ら
は
２
団
体
、
１
個
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
社
会
福
祉
事
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
知
事
表
彰

　
　

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
〕

　
　
　
　
　

ポ
プ
リ
の
会
（
代
表　

馬
場　

芳
子
さ
ん

）

■
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　
　

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
〕

　
　
　
　
　

い
ち
ば
ん
星
（
代
表　

青
木　

尚
美
さ
ん

）

■
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　
　

〔
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
功
労
者
〕

　
　
　
　
　

平　

木　

茂　

生
さ
ん

小型ポンプ操法

小隊訓練

小型ポンプ操法

小隊訓練

配
布
対
象　

組
合
管
内
の
在
勤
・

在
住
者

配
布
期
間　

10
月
７
日（
木
）～

13
日（
水
）【
土
・
日
曜
日
、
祝

日
も
配
布
】
午
前
９
時
～
午
後

４
時（
正
午
～
午
後
１
時
除
く
）

※
な
く
な
り
次
第
終
了

配
布
場
所　

①
ク
リ
ー
ン
21
長

谷
山
（
城
陽
市
富
野
長
谷
山
１-

２
７
０　

☎
５
２-

３
５
８
１
）

②
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
沢
（
八
幡
市

●
人
力
車

●
新
鮮
野
菜
の
朝
市

●
下
水
道
ま
つ
り

●
う
ま
い
も
の
横
丁　

な
ど

※
会
場
へ
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の

た
め
、
無
料
バ
ス
を
ご
利
用

い
た
だ
く
か
、
自
家
用
車
の

場
合
は
で
き
る
か
ぎ
り
乗
り

合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■問
環
境
ま
つ
り
事
務
局
・
城
南

衛
生
管
理
組
合
広
報
情
報
課（
☎

０
７
５-

６
３
１-

０
８
２
５
）

つ
け
る
各
個
・
礼
式
訓
練
や
秩

序
あ
る
部
隊
行
動
を
培
う
小
隊
・

中
隊
訓
練
、
実
践
的
な
消
火
に

つ
な
が
る
操
法
訓
練
が
展
開
さ

れ
、
会
場
に
訪
れ
た
観
客
か
ら

歓
声
が
上
が
る
シ
ー
ン
も
。

　

最
後
は
、
８
月
に
行
わ
れ
た

京
都
府
消
防
操
法
大
会
の
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
奨
励
賞
を

受
賞
し
た
第
２
分
団
第
２
部（
荒

木
支
部
＝
井
篠
武
志
部
長
）
が

迅
速
・
正
確
な
操
法
展
示
で
有

終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
奥
田
町
長
は

「
ど
の
訓
練
も
仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
の
連
日
の
訓
練
成
果
を

存
分
に
発
揮
さ
れ
、
来
賓
席
か

ら
も
感
嘆
の
声
を
頂
い
た
。
と

り
わ
け
第
１
分
団
第
３
部
（
湯

屋
谷
支
部
＝
安
井
信
行
部
長
）

は
安
井
部
長
を
中
心
に
６
月
か

ら
の
訓
練
で
一
人
ひ
と
り
が
心

②
９
歳
以
上
13
歳
未
満

■問
・
■申
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
８

８-

６
６
３
６
）

を
一
つ
に
し
、
近
年
ま
れ
に
見

る
均
整
の
と
れ
た
小
隊
訓
練
で

あ
っ
た
。
第
２
分
団
第
２
部
は

京
都
府
消
防
操
法
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
ら
れ
、
そ
の
技

術
を
後
身
の
指
導
や
実
践
に
生

か
し
て
ほ
し
い
。
団
員
の
皆
さ

ん
は
、
今
後
も
こ
れ
を
契
機
に

１
万
住
民
の
安
心
・
安
全
の
た

め
、
さ
ら
な
る
訓
練
を
お
願
い

す
る
。」
と
講
評
さ
れ
ま
し
た
。

■問
総
務
課（
☎
８
８-

６
６
３
１
）
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■問地域子育て支援センター
☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４

　親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として「地域子育て支援セ
ンター」を開設しています。いつでも気軽にお越しください。子育てに関する相談
も受け付けています。（平日／午前９：30 ～午後４：00）

＝10月の地域子育て支援センター事業 ＝
日 月 火 水 木 金 土

日　　付

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

１ ２

８ ９７６５４３

１５ １６１４１３１２

２２ ２３２１２０１９１８１７

２４ ２５ ２６ ２７

元気はつらつ！ 若返り塾〔10月分〕

保健師です
■問保健センター（☎ 88－6636）

　がんは、日本人の死亡原因の１位を占める病気です。しかし近年、診断・
治療の技術が向上し、早期に発見・治療すれば治るケースも増えています。
発症の初期には自覚症状が出にくいものもあり、早期発見のためには定期検
診が欠かせません。また、生活習慣の改善によって発症のリスクを下げられ
ますので、生活習慣を見直して、予防しましょう！
対策①　がんを＂つくらせない＂
　がんの誘因となる生活習慣を改善することが大切です。例えば喫煙や多量
飲酒、動物性脂肪の取りすぎなどをしないことや、緑黄色野菜や食物繊維な
どのがんを防ぐ効果のあるものを意識して食べることが重要になってきます。
こうした生活習慣を築き、がんの発症を防ぎます。
対策②　がんを＂早期発見＂
　発症した場合、できるだけ早く発見し、治療を開始することが大切です。
早期発見に役立つ定期検診を毎年受けましょう。
対策③　がんを＂早期治療＂
　がんができてしまったなら、一刻も早く治療しなくてはなりません。早期
に見つけたがんを、少しでも症状の軽いうちに早期治療することが命を守る
ことにつながります。

まいまい
おでかけ広場
10：00～正午
郷之口会館

ふれあい遊び

　　今月の保健･予防案内
●マタニティ教室（新生児･育児編）（※要予約）〈時間〉午後１時１５分～３時３０分
　１０月８日（金）
●ＢＣＧ予防接種　〈受付時間〉午後１時１５分～２時
　１０月１９日（火）
●三歳児健康診査　〈受付時間〉午後１時～２時
　１０月２０日（水）
●一般･乳幼児健康相談（※要予約）〈受付時間〉午前９時～午後４時
　１０月１２日（火）、２６日（火）
◎ 場所はいずれも保健センターです。

１１１０

２８ ２９

時　　　　間地　区　場　所 開　催　日

まいまい赤ちゃん
ネンネ広場

10：00～11：15
子育て支援センター

お母さんの折り紙

まいまい
おでかけ広場
10：00～正午
やすらぎ荘
親子体操と心身
リラクゼーション

まいまい
あそびの広場
10：00～11：30
保育所ホール

人形劇
▲

臨床心理士による
　子育て相談（要予約）
10月７日（木）10：00～正午

園庭開放

10：00～11：30
保育所園庭

雨天中止

▲

子育てサークル活動日
　たんぽっぽサークル
　20日（水）10：30～正午
　ぱぺっぽサークル
　４日（月）10：00～正午
　（いずれも子育て支援センターにて）

　各広場の対象者
 ・まいまい赤ちゃんネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子
 ・まいまい赤ちゃんヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子
 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び
　子育て支援に関心のある方

こんにちは

おいでよ！
あそびの広場
10：00～11：45
総合文化センター
民生児童委員
協議会主催　

園庭開放

10：00～11：30
保育所園庭

雨天中止

午前10時～正午

午後２時～４時

岩 山 会 館

荒 木（やすらぎ荘）

午前10時～正午湯 屋 谷 会 館

午後２時～４時南 公 民 館

銘 城 台 自 治 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時郷 之 口 会 館

緑 苑 坂 自 治 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時立 川 公 民 館

禅 定 寺 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時奥 山 田 会 館

高 尾 公 民 館 午後２時～４時

10月４・25日（月）

10月６日（水）

10月６日（水）

10月14日（木）

10月15日（金）

10月８日（金）

10月18日（月）

10月18日（月）

10月４・25日（月）

10月15日（金）

10月８日（金）

まいまい
おでかけ広場
10：00～正午
まるやま交流館

わらべうた

まいまい赤ちゃん
ヨチヨチ広場
10：00～11：15
子育て支援センター

絵本読み聞かせ体育の日

まいまい
食育広場
10：00～正午
保育所ホール

親子クッキング

持ち物：
バスタオル

「みんなの家」開放日
毎週水･金曜日　10：00～16：00

好きなときに行って子どもと遊んだり
おしゃべりしたりしましょう！

「ノーバディーズ･パーフェクト
　・プログラム」のお知らせ

★子育て中の親同士が悩みや関心事を話し合い、
自分にあった子育ての方法を学びます。

★お子さんと少しの間だけ離れて、自分流の子
育てについて考えてみませんか？

対　象　乳幼児の保護者で原則８回参加できる方
　　　　先着申込み10名まで（※保育ルーム有り）
費　用　参加費無料・テキスト代（1,890円）
日　時　11月１日～12月20日の毎週月曜日
　　　　午前10：00 ～正午
　　　　（ただし、12月６日は午後１：30 ～３：30）
講　師　柘植　　彩 さん（NPファシリテーター）
　　　　谷口　郁子 さん
　　　　　（子育て支援センター所長・NPファシリテーター）
場　所　総合文化センター研修室１

子育て講座

「ノーバディーズ･パーフェクト
　・プログラム」のお知らせ

がんにならない生活習慣を！がんにならない生活習慣を！

元気はつらつ！ 若返り塾　　　
　　　地域交流会 ～心と身体のリフレッシュ～
元気はつらつ！ 若返り塾　　　
　　　地域交流会 ～心と身体のリフレッシュ～

　大切だと思っても一人ではなかなかできない体力づくり。みんなで
笑って楽しく身体を鍛えましょう。仲間づくりの機会としてもぜひご参
加ください。男性の参加もお待ちしています。

講　師　松本　行紀さん（健康運動指導士）
日　時　10 月１日（金）
　　　　午後２時30分～３時45分（受付２時より）
場　所　総合文化センター研修室１
持ち物　タオル・飲み物

■問・■申地域包括支援センター（☎88－3719）・各地区での体操時

直売所で材料の買い物→みそ
汁づくり→食事
持ち物：お茶、おにぎり、エ
プロン、タオル（必要な方は
ベビーカー）

３０

３１
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今
月
の

■問＝問合せ先／■申＝申込先

見る

知る

参加
する

10月
日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　　　　　１　２
３　４　５　６　７　８　９
10　11　12　13　14　15　16
17　18　19　20　21　22　23
　　25　26　27　28　29　30

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て

お
ら
れ
る
方
の
た
め
の
学
習
・

交
流
会　
　
　
　
　

10月の図書館

休館日　毎週火曜日
　11日（月・体育の日）
　28日（木・館内整理日）
おはなし会
　①９日（土） 11：00～

『
オ
オ
カ
ミ
と
石
の
ス
ー
プ
』

ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
ラ
ー
ド

　

石
の
ス
ー
プ
の
お
話
は
、
よ

く
似
た
お
話
は
世
界
中
に
あ
る

よ
う
で
す
が
、
大
元
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
民
話
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
な
ん
と
、
そ
の
名
の
料

理
（
石
は
入
っ
て
ま
せ
ん
が
）

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

物
語
か
ら
生
れ
た
少
し
変
っ

た
料
理
の
数
々
、
秋
の
夜
長

に
、
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
？

　

ど
こ
か
ら
か
、
美
味
し
香
り

が
鼻
先
を
く
す
ぐ
る
こ
の
季

節
、
ご
紹
介
し
ま
す
は
、
こ
ち

ら
の
二
冊
。

『
バ
ル
サ
の
食
卓
』上

橋
菜
穂
子

　

バ
ル
サ
は
、
上
橋
さ
ん
の
人

気
作
品
「
守
人
シ
リ
ー
ズ
」
の

主
人
公
の
名
前
。フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

世
界
の
人
達
が
、
美
味
し
そ
う

に
食
べ
て
い
る
ご
馳
走
を
、
現

実
の
食
材
で
再
現
し
て
み
た
ら
、

き
っ
と
美
味
い
に
違
い
な
い
！

と
、
作
者
・
編
集
者
そ
し
て
料

理
研
究
家
が
真
剣
に
取
り
組
ん

だ
本
。
フ
ァ
ン
な
ら
一
度
は
挑

戦
し
た
い
料
理
の
数
々
。

　

未
読
の
方
は
本
編
も
ぜ
ひ
！

読
ん
で
み
た
い 　
　
　
　

『子ども読書絵てがみコンテスト』

　今年で９回目の「子ども読書絵てがみ
コンテスト」（主催　府教育委員会・府
図書館等連絡協議会）の入選作品が勢揃
い。本町から応募された児童の入選作も
ありますので、ぜひ一度ご覧ください。

■問町立図書館（☎88－5852）

　

24
31

身
体
障
が
い
者
相
談
日

日
時　
〈
整
形
外
科
〉
10
月
６
・

13
・
20
・
27
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時（
事
前
申
込
み
必
要
）

場
所　

京
都
府
家
庭
支
援
総
合

セ
ン
タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽

市
中
芦
原
）

内
容　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
相
談
（
補
装
具
相

談
、リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
、

施
設
利
用
相
談
な
ど
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
）

日
時　

10
月
29
日
（
金
）
午
後

１
時
～
４
時

場
所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象
者　

聴
こ
え
に
不
自
由
を

感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と
そ
の
ご

家
族
、
聴
覚
障
が
い
者
福
祉
に

関
心
の
あ
る
方

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

10
月
21
日
（
木
）

■問
・
■申
相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ

ン
タ
ー
（
☎
・
FAX
７
２-

６
８

６
２
・
〒
６
１
９-

０
２
１
４

木
津
川
市
木
津
上
戸
15
）

関
節
リ
ウ
マ
チ
の　
　
　

　

ミ
ニ
講
演
会
・
個
別
相
談

日
時　

10
月
27
日
（
水
）

▼
ミ
ニ
講
演
会　

午
後
１
時
30

分
～
３
時
▼
個
別
相
談　

午
後

３
時
～
４
時
（
受
付
）

場
所　

山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室対
象
者　

関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者

と
そ
の
家
族

内
容　

▼
ミ
ニ
講
演
会
「
関
節

リ
ウ
マ
チ
の
最
新
情
報
」
▼
個

別
相
談
（
関
節
リ
ウ
マ
チ
や
膠

原
病
の
方
）

担
当
医
師　

京
都
第
一
赤
十
字

病
院　

糖
尿
病
・
内
分
泌
・
リ

ウ
マ
チ
科
部
長　

福
田
亙
さ
ん

定
員　

講
演
会
15
名
、
個
別
相

談
３
名

申
込
み　

電
話
で
申
込
み
。
10

月
１
日
（
金
）
か
ら
受
付
開
始

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
☎
６
３-

５
７
４
５
）

医
療
講
演
会
・
交
流
会

（
心
筋
症
）　　
　
　
　

日
時　

11
月
７
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時

場
所　

府
山
城
広
域
振
興
局
宇

治
総
合
庁
舎
大
会
議
室

対
象
者　

心
筋
症
患
者
（
特
発

性
拡
張
型
、
肥
大
型
、
拘
束
型
）

と
そ
の
家
族

講
師　

山
城
北
保
健
所
長　

和

田
行
雄
さ
ん

定
員　

先
着
30
名

申
込
み　

電
話
で
申
込
み
。
10

月
４
日
（
月
）
か
ら
受
付
開
始

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
保
健
室

（
☎
２
１-

２
９
１
１
）

認
知
症
介
護
相
談
会

　

認
知
症
高
齢
者
の
介
護
に
は

認
知
症
の
知
識
や
介
護
技
術
だ

け
で
は
補
え
な
い
大
変
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
認
知
症

の
家
族
を
介
護
し
た
「
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
」
の
相
談
員

と
、
普
段
抱
え
て
い
る
悩
み
や

疑
問
な
ど
を
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

11
月
５
日
（
金
）・
10

日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午
と

午
後
１
時
～
３
時
（
二
部
制
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
日
４
名（
午
前
２
名
、

午
後
２
名
）

申
込
み　

10
月
29
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
で
申
込
み

■問
・
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
８-

３
７
１
９
）

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
た
め
の

「
小
児
救
急
医
療
講
座
」　

日
時　

10
月
30
日
（
土
）
午
後

２
時
～
４
時
30
分

場
所　

府
田
辺
総
合
庁
舎
保
健

所
棟
講
堂

内
容　

小
児
の
急
な
病
気
の
知

識
と
対
処
法

講
師　

医
療
法
人
社
団
石
鎚
会

田
辺
中
央
病
院　

小
児
科
部
長

近
江
園
善
一
さ
ん

申
込
み　

電
話
で
申
込
み
（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

※
保
育
ル
ー
ム
あ
り
。
希
望
者

は
10
月
22
日
（
金
）
ま
で
に

申
込
み
（
生
後
６
ヶ
月
以
上

就
学
前
ま
で
が
対
象
）

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
企
画
調

整
室
（
☎
２
１-

２
１
９
９
）

薬
を
購
入
す
る
と
き
は

専
門
家
に
相
談
を　
　

　

一
般
用
医
薬
品
（
大
衆
薬
）

を
安
心
し
て
購
入
し
、
正
し
く

使
用
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
に

販
売
制
度
が
改
正（
昨
年
６
月
）

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
リ
ス
ク
に
応
じ
、
一
般
用
医

薬
品
が
３
種
類
に
分
類

▼
購
入
時
の
専
門
家（
薬
剤
師
、

登
録
販
売
者
）
に
よ
る
情
報

提
供
の
義
務
化

▼
医
薬
品
の
リ
ス
ク
区
分
が
外

箱
等
に
記
載　

な
ど

　

一
般
用
医
薬
品
の
購
入
時
に

は
、
専
門
家
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
医
薬

品
販
売
制
度
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
８-

６

６
３
６
）

体
力
づ
く
り
・
走
ろ
う
・
跳
ぼ
う
・
ワ
イ
ワ
イ
と
！　

第
44
回
町
民
体
育
大
会

　

優
勝
支
部
を
予
想
す
る
ク
イ

ズ
、
当
日
受
付
の
オ
ー
プ
ン
種

目
や
う
ぐ
い
す
幼
稚
園
児
に
よ

る
演
技
が
あ
り
ま
す
の
で
、
多

数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
３
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～

場
所　

住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨

天
時
は
住
民
体
育
館
）

■問
体
育
協
会
事
務
局
（
☎
８
８-

４
５
６
７
）

第
12
回
お
茶
の
里
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
参
加
者
募
集　

期
日　

12
月
12
日
（
日
）
※
雨

天
決
行

会
場　

住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
コ
ー

ス競
技
種
目　

健
脚
コ
ー
ス（
８
・
８

㌔
）、軽
快
コ
ー
ス（
４
・
６
㌔
）、

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
（
２
㌔
）

参
加
料　

一
般
…
１
，５
０
０

円
／
小･

中
学
生
…
１
，０
０
０

円
／
親
子
…
２
，０
０
０
円

申
込
期
間　

10
月
10
日
（
日
）

～
11
月
７
日
（
日
）
※
火
曜
日

除
く

■問
・
■申
体
育
協
会
事
務
局
（
☎

８
８-

４
５
６
７
）

　期　間　10月27日（水）～11月１日（月）
　場　所　町立図書館内

支部対抗の綱引き（昨年）支部対抗の綱引き（昨年）
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ま
つ
り
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京
都
や
ま
し
ろ
め
ぐ
り
た
び

宇治田原町の小さな博物誌⑩

秋の蝶たち 広報モニター　阪本伊三雄さん

　10月ともなれば、いつものコトながら私たちを不
思議がらせる、金木犀の香りが漂ってくると、もう山
里にはさまざまな蝶の飛翔が眼につきます。
　色とりどりの野の花に、タテハチョウ科のアカタテ
ハと、ヒメアカタテハやキタテハに合せて、ツマグロ
ヒョウモンが、ぴらぴらと足先きの前を踊ります。
　蛾

が

の仲間ですが、紅い錨
いかり

の紋をつけるイカリモンガ
や、ヒメクロホウジャクなど、スズメガの種類も、釣
舟草や鳳仙花などの花に、ホバリングしながら蜜を
吸っている姿は、実にほほえましいものですね。
　田ンぼの畦や溝には、タデ科植物の淡いピンクに染
められた花も楽しめます。ミゾソバやサクラタデ、イ
ヌタデにハナタデなどの小粒の花は、子供の頃、アカ
マンマといっては、ままごとの材料として遊びました。
　「名月を　取ってくれろと　
泣く子かな」小林一茶の句に、
にんまりしながらお月見も良い
ものですね。

　

府
と
山
城
管
内
市
町
村
や
関

係
団
体
等
に
よ
り
発
足
し
た「
や

ま
し
ろ
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
企
画
し
た
広
域
観
光
ツ
ア
ー

で
す
。

■
募
集
内
容
（
本
町
関
係
）

▼「
自
然
い
っ
ぱ
い
の
お
茶
の
町

宇
治
田
原
と
城
陽
で
エ
コ
体

験
」

日
時　

11
月
13
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時
頃

料
金　

大
人
３
，０
５
０
円
、

子
ど
も
２
，９
０
０
円

行
程　

京
都
養
鶏
場
（
集
合
）

～
く
つ
わ
池
自
然
公
園
～
エ
コ

ポ
ー
ト
長
谷
山
（
解
散
）

内
容　

た
ま
ご
生
産
現
場
の
見

学
・
新
鮮
た
ま
ご
か
け
ご
飯
試

食
、地
元
食
材
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・

自
然
体
験
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
房

定
員　

30
名

申
込
締
切　

10
月
29
日
（
金
）

▼「
後
醍
醐
天
皇
吉
野
へ
の
道
」

日
時　

11
月
23
日
（
火･

祝
）
午

前
９
時
15
分
～
午
後
６
時
頃

料
金　

３
，６
０
０
円
（
入
浴

料
等
込
み
）

行
程　

維
中
前
バ
ス
停（
集
合
）

～
鷲
峰
山
金
胎
寺
～
和
束
茶
カ

フ
ェ
～
わ
か
さ
ぎ
温
泉
「
笠
置
い

こ
い
の
館
」（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
解
散
）

内
容　

鷲
峰
山
ハ
イ
キ
ン
グ
、

金
胎
寺
か
わ
ら
け
投
げ
、
お
茶

の
入
れ
方
教
室
、温
泉
入
浴（
現

地
宿
泊
も
可
）

定
員　

20
名（
最
少
催
行
10
名
）

申
込
締
切　

11
月
16
日
（
火
）

▼「
徳
川
家
康
伊
賀
越
え
の
道
」

日
時　

12
月
４
日
（
土
）
午
前

８
時
30
分
～
午
後
４
時
10
分
頃

料
金　

１
，８
０
０
円

行
程　

近
鉄
興
戸
駅
（
集
合
）

～
飯
岡
～
郷
之
口
下
町
～
永
谷

宗
円
生
家
（
工
業
団
地
口
バ
ス

停
解
散
）

内
容　

穴
山
梅
雪
の
墓
、
草
内

の
渡
し
跡
等
の
関
連
史
跡
や
大

道
寺
の
柿
屋
等
を
見
学

ゼ
ロ
予
算
事
業　　
　
　
　
　

「
ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り
」
参
加
者
募
集

日
時　

10
月
24
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午

集
合　

く
つ
わ
池
自
然
公
園
駐

車
場

講
師　

環
境
生
物
研
究
会
会
長

阪
本
伊
三
雄
さ
ん　

対
象　

園
児
・
小
学
生
か
ら
一

般
ま
で
（
小
学
２
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

内
容　

ど
ん
ぐ
り
拾
い
や
苗
木

の
育
て
方
の
学
習

町
文
化
協
会　　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

「
田
原
道
～
古
老
柿
発
祥
伝
説
」

　

古
代
か
ら
山
城
と
近
江
を
結

ぶ
官
道
「
田
原
道
」
は
歴
史
の

舞
台
と
な
り
、
沿
線
に
は
数
多

く
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
禅
定
寺
は
宇
治
田

原
の
特
産
品
「
古
老
柿
」
発
祥

伝
説
の
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
ふ

る
さ
と
の
歴
史
と
文
化
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

11
月
14
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
（
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
集
合
）

行
程　

10
㎞

費
用　

１
人
５
０
０
円

申
込
締
切　

11
月
10
日
（
水
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-
５
８
５
０
）

や
ま
し
ろ
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム　

～
は
た
ら
く
人
と
家
族
の　

　

健
康
を
考
え
る
つ
ど
い
～

日
時　

10
月
16
日
（
土
）
午
後

０
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

文
化
パ
ル
ク
城
陽

定
員　

先
着
３
０
０
名
（
参
加

無
料
）

内
容　

①
講
演
「
が
ん
治
療
医

が
〝
が
ん
〟
に
な
っ
て
わ
か
っ
た

こ
と
」
講
師
＝
帝
京
大
学
医
学

部
附
属
病
院　

放
射
線
科　

加

藤
大
基
さ
ん

②
実
践
報
告
「
職
場
で
取
り
組

む
健
康
づ
く
り
」
ユ
ニ
チ
カ

㈱
宇
治
営
業
所
、
㈱
藤
原
総

合
会
計
事
務
所

③
事
業
主
向
け
セ
ミ
ナ
ー
（
要

予
約
）
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
、
職
場
の
た
ば
こ
対
策

④
体
験
コ
ー
ナ
ー　

か
ら
だ
チ
ェ
ッ

ク
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ

ク
、
ス
ト
レ
ス
測
定
、
宇
治
茶

体
験
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
＆

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
各
種

情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

申
込
み　

氏
名
・
参
加
人
数
・

住
所
・
連
絡
先
を
、
10
月
12
日

（
火
）
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
み

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
（
☎
２

１-
２
１
９
２
・
FAX
２
４-

６
２

１
５
・
Ｅ
メ
ー
ル　

 yam
ashin-

ho-kita-hoken@
pref.kyoto.

lg.jp

）

日
時　

10
月
17
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　

他

内
容

○
町
茶
品
評
会
褒
賞
授
与
式

○
永
谷
宗
圓
茶
俳
句
賞
表
彰
式

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

○
茶
娘
ち
ゃ
ん
お
ど
り

○
お
茶
名
人
の
銘
茶
コ
ー
ナ
ー

○
ふ
る
さ
と
市
場

○
縁
日
コ
ー
ナ
ー

○
臨
時
町
長
室

○
体
験
コ
ー
ナ
ー　

他

備
考　

町
内
の
団
体
・
個
人
で

の
出
店
希
望
者
は
６
日
（
水
）

ま
で
に
申
込
み
必
要
。
同
日
町

民
茶
香
服
大
会
（
午
後
４
時
30

分
～
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
宇
治

田
原
支
店
）
開
催

■問
・
■申
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
☎
８
８-

４
１
８
０
）

お茶名人の銘茶コーナー（昨年）お茶名人の銘茶コーナー（昨年）

　

ふ
る
さ
と
発
見

宇
治
田
原
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

定
員　

20
名（
最
少
催
行
10
名
）

申
込
締
切　

11
月
26
日
（
金
）

■
参
加
申
込
み

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

申
込
み
。
各
コ
ー
ス
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り

■問
・
■申
や
ま
し
ろ
観
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
究
会
事
務
局
（
☎
２

１-

２
１
０
３
・
FAX
２
２-

８
８

６
５
・
Ｅ
メ
ー
ル　

yam
ashin-

n
o

-sh
o

k
o

@
p

ref.k
yo

to
.

lg.jp

）

持
ち
物　

水
筒
、
帽
子

申
込
期
間　

10
月
22
日
（
金
）

ま
で
（
当
日
受
付
も
可
）

備
考　

こ
れ
ま
で
に
参
加
さ
れ

た
方
で
ど
ん
ぐ
り
の
苗
木
が
育
っ

て
い
る
方
は
植
え
替
え
を
し
ま

す
の
で
、
お
持
ち
く
だ
さ
い

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

　憩いと交流の場に

　

中
山
間
ふ
る
さ
と
・
水
と
土

保
全
事
業
推
進
委
員
会
で
は
、

休
耕
田
で
コ
ス
モ
ス
や
百
日
草

を
植
栽
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

自
由
に
摘
み
取
り
、
鑑
賞
し
て

も
ら
え
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

役
場･

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・

住
民
体
育
館
・
宇
治
茶
の
郷
に

備
え
付
け
の
花
づ
く
り
Ｍ
Ａ
Ｐ

を
ご
覧
の
う
え
、
所
定
の
看
板

設
置
場
所
で
お
摘
み
く
だ
さ
い
。

■問
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６

３
８
）

袋谷親水公園（立川）付近の花畑袋谷親水公園（立川）付近の花畑
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高
校
通
学
費
補
助
金
制
度

定
期
の
写
し
を
忘
れ
ず
に
！

講 　 座 　 名 開 催 日 時　　間 場　　　所

子 ど も
茶 道 教 室

10：30～
正　午

生涯学習事業〔10月開催分〕

■問教育委員会教育課（☎88－5850）

2・23
（土）

総合文化センター
和　　室

　

町
内
在
住
で
、高
等
学
校（
専

修
学
校
、
各
種
学
校
含
む
）
に

バ
ス
通
学
を
し
て
い
る
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
実
施
。

　

申
請
は
毎
年
１
月
に
受
け
付

け
ま
す
が
、
ご
使
用
の
『
通
学

定
期
の
写
し
（
各
学
期
・
各
月

分
）、
バ
ス
カ
ー
ド
』
が
必
要

で
す
。
期
限
の
終
了
し
た
定
期

券
は
返
却
す
る
前
に
必
ず
写
し

（
現
物
で
も
可
）
を
残
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
就
学
等
支
援
対
策

　

景
気
低
迷
や
離
職
・
倒
産

等
で
収
入
が
激
減
し
た
家
庭

に
つ
い
て
は
、
家
計
負
担
の

軽
減
の
た
め
補
助
金
額
を
増

額
し
ま
す
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
申
請
時
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
は
12
月
号
に
掲

載
■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

10
月
～
11
月
の
近
畿
圏
交
通

実
態
調
査
に
ご
協
力
を　
　

調
査
内
容　

皆
さ
ん
の
一
日
の

動
き
（
目
的
地
、
手
段
、
所
要

時
間
等
）
を
回
答
い
た
だ
く
も

の
で
、
調
査
結
果
は
今
後
の
都

市
・
地
域
の
交
通
計
画
、
ま
ち

づ
く
り
計
画
、
防
災
計
画
等
の

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
方
法　

調
査
票
の
送
付（
無

作
為
抽
出
）と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査（
ど

な
た
で
も
回
答
可
）

調
査
主
体　

京
阪
神
都
市
圏
交

通
計
画
協
議
会
（
京
都
府
、
国

土
交
通
省
他
）

■問
近
畿
圏
交
通
実
態
調
査
実
施

本
部
（
☎
０
１
２
０-

９
１
７-

６

７
１
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://k

inki-pt.jp/

）／
府
建
設
交
通

30
周
年
記
念
第
４
回
京
都
府
立

南
山
城
養
護
学
校
「
学
校
祭
」　

　

本
年
で
開
校
30
周
年
を
迎
え
、

南
山
城
地
域
の
障
が
い
の
あ
る

児
童
生
徒
約
２
５
０
人
が
通
っ

て
い
ま
す
。
日
頃
取
り
組
ん
で

い
る
学
習
成
果
を
発
表
す
る
学

校
祭
。
児
童
生
徒
の
が
ん
ば
り

を
見
て
い
た
だ
き
、
特
別
支
援

教
育
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る

機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

期
日　

10
月
４
日（
月
）～
７
日

（
木
）※
予
備
日
…
８
日（
金
）

場
所　

南
山
城
養
護
学
校

日
程

●
10
月
４
日
（
月
）
午
前
９
時

50
分
～
11
時
30
分

グ
ラ
ウ
ン
ド
発
表
（
全
学
部
）

●
10
月
５
日
（
火
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

体
育
館
発
表
（
小
学
部
）

●
10
月
６
日
（
水
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

体
育
館
発
表
（
小
・
中
学
部
）

●
10
月
７
日
（
木
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

体
育
館
発
表
（
高
等
部
）

そ
の
他　

十
分
な
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■問
南
山
城
養
護
学
校
（
☎
７
２-

７
２
５
５
）

　今年も作品展示をはじめ、舞台発表、のど自慢など多彩なイベントが開催さ
れますので、お誘い合わせのうえ、多数ご来場ください。

期　間　10月23日（土）～
　　　　　　31日（日）〔26日（火）除く〕
会　場　総合文化センター

２3日（土）
　の　ど　自　慢　　　　◆午後６時30分～　　　■さざんかホール

２4日（日）
　野 外 ラ イ ブ　　　　◆午前10時～　　　　　■野外ステージ
　舞　台　発　表 　　　　◆午後１時30分～　　　■さざんかホール

３0日（土）
　心をはぐくむ家庭教育講演会
　　　　　　　　　　　　◆午後２時～　　　　　　■さざんかホール

３1日（日）
　コ ン サ ー ト　　　　◆午後１時30分～　　　■さざんかホール
　お茶席（文化協会　煎茶道サークル山茶花会）
　　　　　　　　　　　　◆午前11時～午後２時　■２Ｆロビー

２3日（土）～31日（日）
　宇治田原の風景写真展・文化祭ポスター応募作品展
　人権啓発パネル展（～27日）、第４回 永谷宗圓「茶」俳句賞入賞作品展など
　　　　　　　　　　　　◆午前９時～午後６時　 ■２Ｆロビー
　　　　　　　　　　　　　※ただし、31日は午後４時30分まで

２9日（金）～31日（日）
　作　品　展　示　　　　◆午前10時～午後６時　■研修室、２Ｆギャラリー
　　　　　　　　　　　　　※ただし、31日は午後４時30分まで

■問教育委員会教育課（☎88－5850）

夜回り先生 水谷　修 さん　来る！

●
神
幸
祭　

10
月
７
日（
木
）

●
還
幸
祭　

10
月
10
日（
日
）

●
神
幸
祭　

10
月
７
日（
木
）

●
還
幸
祭　

10
月
10
日（
日
）

天
高
く
威
勢
轟
く

天
高
く
威
勢
轟
く

　

地
域
社
会
の
ふ
れ
あ
い

モ
ニ
タ
ー
通
信

広
報
モ
ニ
タ
ー（
高
尾
区
）　

中
森　

暢
子 

さ
ん　

　

今
年
の
夏
は
、
記
録
的
な
猛

暑
日
が
続
き
、
６
月
か
ら
９
月

の
平
均
気
温
も
平
年
よ
り
１
・

６
度
も
高
く
１
１
３
年
の
観
測

史
上
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

本
当
に
暑
い
夏
で
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
夏
は
各
地
で
多

く
の
お
年
寄
り
の
居
場
所
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
の
よ
う
に
報

道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
行
政
の

シ
ス
テ
ム
上
の
不
備
な
ど
の
原

因
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
な
ぜ

ま
わ
り
の
人
間
が
気
付
か
な
い

の
か
、
違
和
感
を
覚
え
不
思
議

に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
一
方
で

は
、
幼
い
命
が
犠
牲
に
な
る
痛

ま
し
い
事
件
も
あ
と
を
断
ち
ま

せ
ん
。
高
齢
化
社
会
で
お
年
寄

り
が
増
え
て
い
る
の
に
加
え
、

核
家
族
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
者
に
限
ら
ず
異
世
代
や
地

域
の
交
流
が
不
足
し
、
そ
こ
ま

で
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
。
地
域
の
つ
な
が
り
や
ふ
れ

あ
い
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

て
い
ま
す
。

　

我
が
家
に
は
３
人
の
子
供
が

い
ま
す
が
、（
親
の
知
ら
な
い

間
に
）
ご
近
所
の
庭
で
野
球
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
自
転
車

の
タ
イ
ヤ
に
空
気
を
入
れ
て
も

ら
っ
た
り
、
練
習
中
の
縄
跳
び

を
数
え
て
も
ら
っ
て
い
た
り
…

と
、
地
域
の
方
々
に
育
て
ら
れ

て
い
る
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
農
家
の
方
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
地
元
特
産
の
古
老

柿
作
り
に
挑
戦
し
た
り
、
日
本

緑
茶
発
祥
の
地
な
ら
で
は
の
お

茶
摘
み
や
手
揉
み
体
験
・
聞
き

茶
、
茶
祖
「
永
谷
宗
円
」
翁
が

努
力
と
忍
耐
で
緑
茶
を
考
案
し

全
国
に
広
め
た
こ
と
な
ど
、
緑

茶
に
つ
い
て
様
々
な
学
習
を
し

ま
す
。こ
う
し
た
学
習
の
中
で
、

宇
治
田
原
に
愛
着
を
感
じ
誇
り

に
思
う
気
持
ち
が
育
ま
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
や
世
代
間

の
つ
な
が
り
や
ふ
れ
あ
い
、
ま

ち
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
大

切
に
し
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
22
年
京
都
府
地
価

調
査
結
果　
　
　
　

　

地
価
調
査
は
、
基
準
と
な
る

正
常
な
価
格
（
標
準
価
格
）
を

判
定
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
こ
の
調
査
は
、

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土

地
取
引
の
規
制
等
に
関
す
る
土

地
価
格
の
審
査
を
適
正
か
つ
円

滑
に
行
う
と
と
も
に
、
一
般
の

土
地
取
引
価
格
の
指
標
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
建
設
・
環
境

課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６
６
３
７
）

下
水
道
普
及
促
進
奨
励
金

　

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始（
宅

前
の
下
水
管
工
事
の
完
了
）
し

た
方
が
、下
水
道
へ
の
接
続（
切

替
）
工
事
を
し
た
場
合
、
奨
励

金
２
万
円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
後
、
３
年
を
経
過

す
る
と
、
接
続
し
て
も
奨
励
金

交
付
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
本
年
度
か
ら
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

接
続
工
事
を
し
て
い
な
い
方
は

早
期
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３

３
３
７
）

　子どもたちの心に明かりを灯している＂夜回り先生＂
をお招きし、「茶の里っ子」を地域ぐるみではぐくむ
ための一助として開催します。

日　時　10月30日（土）　午後２時～
会　場　総合文化センター さざんかホール
講　師　夜回り先生　水 谷　　修 さん
演　題　「あした笑顔になあれ ～夜回り先生からのメッセージ～」
入場無料　※入場整理券が必要です。入場整理券（１人につき３枚まで）

は10月１日から総合文化センターで発行し、定員にな
り次第締め切ります。

部
道
路
建
設
課
（
☎
０
７
５-

４

１
４-

５
３
３
２
）
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（８月25日～９月18日）

対　　象　乳幼児
必要事項　写真を貼付のうえ、メール本文に

子どもの氏名（ふりがな）と年齢
（○歳○ヶ月）とメッセージ（25
文字以内）

備　　考　紙面の都合上、掲載できない場合
がありますのでご了承ください。

送 信 先　info@town.ujitawara.kyoto.jp
　　　　　（総務課広報アドレス）

□ 携帯カメラでハイチ～ズ
テ ー マ　自由（公序良俗に反しないもの）
必要事項　写真を貼付のうえ、簡単な説明文
　　　　　　（25文字以内）と住所･氏名を明記

　

消
防
団
の
訓
練
前
の
ダ
ッ
シ
ュ
。

20
代
の
後
輩
に
は
負
け
な
い
と

気
持
ち
ば
か
り
が
焦
っ
た
の
か
、

膝
が
ガ
ク
っ
と
。
な
ん
と
か
立

て
直
そ
う
に
も
、
踏
み
出
し
た

も
う
一
方
の
足
は
一
層
ガ
ク
っ

と
落
ち
て
し
ま
い
、
気
が
付
け

ば
足
が
頭
の
上
ま
で
跳
ね
上
が
っ

て
、
エ
ビ
反
り
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
。
要
は
派
手
に
こ
け
ま
し
た
。

運
動
不
足
は
気
持
ち
で
は
補
え

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
頼
ま
れ

て
10
月
３
日
の
町
民
体
育
大
会

の
支
部
対
抗
リ
レ
ー
に
出
る
こ

と
に
…
。
運
動
不
足
を
痛
感
す

る
こ
と
も
体
育
大
会
の
醍
醐
味
？

気
合
で
走
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
）

観覧無料
と　き  １０月９日(土) 
　　　　　　（小雨決行）
　　　　午後５時～ 野 点
　　　　午後６時　 開 演
ところ　立川・三宮神社境内

■問総合文化センター（☎88－5851）

・「
中
国
琵
琶
」（
葉
衛
陽
・
さ
く
ら
）

・
第
26
回
国
民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ
ン
グ

　
「
微
笑
み
の
空
」（
藪
本
量
巳
）

・「
尺
八
と
薩
摩
琵
琶
の
デ
ュ
オ
」

　
（
小
濱
明
人
【
尺
八
】・
後
藤
幸
浩
【
薩
摩
琵
琶
】）

・
茂
山
狂
言
「
附
子（
ぶ
す
）」

　
（
狂
言
師　

茂
山
逸
平
・
島
田
洋
海
・
明
星
神
次
）

・
野　

点
（
抹
茶
）

▲

昨
年
の
三
ノ
宮
コ
ン
サ
ー
ト

調
査
票
の
記
入
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

※
10
月
７
日
ま
で
に
提
出
を

●
国
勢
調
査
は
、
10
月
１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
及
び
世
帯
が

対
象
で
す
。

●
平
成
22
年
国
勢
調
査
は
、
我
が
国
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す

る
最
初
の
国
勢
調
査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

最
新
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

●
調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
で
使
わ
れ
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
、
雇
用
対
策
、

生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

●
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
た
う
え
で
調
査
員
に
渡
し

て
い
た
だ
く
か
、
企
画
・
財
政
課
に
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
万
一
、
調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
企
画
・
財
政
課
（
☎
８
８-
６
６
３
２
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
個
人
情
報
は
厳
格
に
保
護
さ
れ
ま
す
】

●
国
勢
調
査
で
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
格
な
個
人
情
報
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
調
査
員
は
、
調
査
票
の
入
っ
た
封
筒
を
開
封
せ
ず
、
封
を
し
た
ま
ま
町
に
提
出
し
ま
す
。

●
国
勢
調
査
に
従
事
す
る
者
は
、
統
計
法
に
よ
る
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
個
人
情
報
は
厳
格
に
保
護
さ
れ
ま
す
】

●
国
勢
調
査
で
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
格
な
個
人
情
報
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
調
査
員
は
、
調
査
票
の
入
っ
た
封
筒
を
開
封
せ
ず
、
封
を
し
た
ま
ま
町
に
提
出
し
ま
す
。

●
国
勢
調
査
に
従
事
す
る
者
は
、
統
計
法
に
よ
る
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

封筒に入れる前に，調査票の記入に
誤りがないか，確認をお願いします。

西尾　有
ゆ

生
い

ちゃん〈1歳〉

いつも元気なゆいちゃん。
すくすく大きく育ってね。

（じいじ・ばぁばより）

　

秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、

間
伐
材
を
利
用
し
た
「
ま
ち
の
観

光
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
発
信
ラ
ッ

ク
」
を
文
化
セ
ン
タ
ー
と
役
場

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

森
林
組
合
よ
り
部
材
の
提
供

を
受
け
、
い
い
と
こ
案
内
人
の

会
（
＝
中
村
俊
樹
代
表
）
の
製

作
協
力
の
も
と
完
成
し
た
ラ
ッ

ク
に
は
、
観

光
や
制
度
紹

介
等
の
冊
子

類
が
４
段
に

分
け
ら
れ
た

棚
に
整
然
と

並
び
、
手
に

取
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま

す
。

　

製
作
に
関

わ
っ
た
案
内
人
の
会
メ
ン
バ
ー

は「
木
の
ぬ
く
も
り
と
と
も
に
、

ま
ち
の
情
報
発
信
を
で
き
る
こ

と
は
大
変
意
義
深
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、ま
ち
の
「
魅
力
」

や
様
々
な
「
情
報
」
を
広
く
伝

え
て
い
き
ま
す
。

■問
総
務
課（
☎
８
８-

６
６
３
１
）▲ラックの製作に励む案内人の会メンバー

「みんなの家」でみんな仲良し・

今西　晄
あき

大
ひろ

ちゃん〈3歳4ヵ月〉

宮崎佳
か

奈
な

恵
え

ちゃん〈2歳4ヵ月〉

兼重　美
み

宥
ひろ

ちゃん〈3歳7ヵ月〉

内田陽
 ひ な た  

向歌ちゃん〈3歳5ヵ月〉

西森　隼
はや

飛
と

ちゃん〈4ヵ月〉

わが家の８人目の宝物☆ みんな
のおもちゃ(^_^;)

　

ま
ち
か
ど　
　

ほ
っ　
　

と
　
　
　　

猛
暑
に
慈
雨
願
い

　

ウ
ナ
ギ
に
御
神
酒
を
飲
ま
せ
て
、
滝
壺
に
放

流
す
る
神
事
「
大
滝
祭
」
が
大
滝
で
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

同
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
雨
乞
い
の
行
事

で
、
今
夏
は
雨
が
少
な
い
だ
け
に
、
約
30
名
の

参
加
者
ら
は
、
恵
み
の
雨
を
期
待
し
、
五
穀
豊

穣
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

地域対抗で熱戦を展開

　宇治田原小学校
グラウンドで、湯
屋谷体振主催のソ
フトボール大会が
行われました。
　中谷・西谷・尾
華・右詰・塩谷の
５チームで試合を
しました。
　高くうち上がっ
たフライやライナー
を見事キャッチす

るファインプレーも出て、日ごろの運動不足を解消すべく、
楽しく汗を流しました。
　　　　　　　　　広報モニター（湯屋谷）浅田美幸さん

 ８　／　29

 ９　／　１

　

情
報
発
信
配
架
ラ
ッ
ク
を
設
置

　

秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

　

情
報
発
信
配
架
ラ
ッ
ク
を
設
置


